













































The "Basic Music" class helps child carers enhance their musical quality so that they can sing children's songs and have better
clavier-playing skills, expression, creation and execution. Recently, students do not know children's songs or sing inexpressively.
They "play" the clavier physically without trying to improve children's expressive activities. To find out the cause of this problem,
the authors surveyed students' basic knowledge of music. This paper describes the class methodology to improve expression,




















































































バイエル前半 バイエル終了 ブルグミュラー ソナチネ ソナタ以上 経験なし
60（人） 11（人） 18.3（％） 12（人） 20.0（％） 15（人） 25.0（％） 8（人） 13.3（％） 0（人） 0.0（％） 14（人） 23.3（％）
レッスン経験（ピアノ習熟度） レッスン
全　　体 60（人） バイエル前半 バイエル終了ブルグミュラー ソナチネ 経験なし
11（人） 12（人） 15（人） 8（人） 14（人）
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
読めない 05 08.3 1 09.1 0 00.0 0 00.0 0 00.0 4 28.6
あまり読めない 07 11.7 2 18.2 2 16.7 0 00.0 0 00.0 3 21.4
少し読める 19 31.7 5 45.5 5 41.7 3 20.0 0 00.0 6 42.9
わりに読める 15 25.0 3 27.3 3 25.0 6 40.0 2 25.0 1 07.1








































































全　　体 60（人） バイエル前半 バイエル終了ブルグミュラー ソナチネ 経験なし
11（人） 12（人） 15（人） 8（人） 14（人）
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
楽譜を読む 22 36.7 6 54.5 04 033.3 03 020.0 7 87.5 02 014.3
音源を聴く 56 93.3 8 72.7 12 100.0 15 100.0 7 87.5 14 100.0
他人が歌うのを聴く 25 41.7 5 45.5 04 033.3 05 033.3 4 50.0 07 050.0




（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
した 39 65.0 15 25.0 06 10.0
しなかった 21 35.0 45 75.0 54 90.0
レッスン経験（ピアノ習熟度） レッスン
全　　体 60（人） バイエル前半 バイエル終了ブルグミュラー ソナチネ 経験なし
11（人） 12（人） 15（人） 8（人） 14（人）
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
楽譜を読む 30 50.0 3 27.3 8 66.7 9 60.0 6 75.0 04 28.6
音源を聴く 43 71.7 9 81.8 7 58.3 9 60.0 5 62.5 13 92.9
他人が歌うのを聴く 41 68.3 8 72.7 8 66.7 9 60.0 5 62.5 11 78.6
楽器で弾く 05 08.3 1 09.1 1 08.3 1 06.7 1 12.5 01 07.1
Ⅲ．保育者養成校における「基礎技能」について
「厚生労働省保育士養成課程等検討委員会の見直
しについての報告（平成18年）」では、教科目の教
授内容「基礎技能」の目標として、次の２点が挙げ
られている。
○　教科目の教授内容「基礎技能」の目標
・保育の内容を理解し、展開するために必要な
知識や技能を習得させる
・音楽および造形に関する基本的な知識や技能
を身につけ、それらに関する様々な活動を通
して楽しさや喜びを体験し、保育の中で取り
扱う教材や、それらを展開するために必要な
知識や技能を習得させる
また、「基礎技能」の内容の中に、「音楽に関す
る基本的な知識や技能」として、次の４点が挙げ
られている。
○　音楽に関する基本的な知識や技能
・楽譜を読むために必要な基本的な知識
・歌い、演奏するために必要なソルフェージュ
や、器楽に関する知識や技能
・様々な音楽活動を通しての楽しさや喜びの経
験
・子どもの歌、簡易楽器、ピアノなど器楽によ
る伴奏法など、保育実践において必要な知識
や技能
「基礎技能」の内容は、音楽・造形・身体運動・
児童文化などに関わる個人の素養と、保育実践に必
要な技能であると言われ、これらを保育者養成に携
わる教員が認識し、学生指導にあたらなければなら
ないと考えられている。当然のことながら、保育内
容「表現」につながる「基礎技能」の位置付けも考
えなければならない。
保育者養成校において、保育内容を担当する教員
と基礎技能を担当する教員の間に、理想とする保育
者像というものは共有されているであろうか。この
部分は、早急に各養成校内での検討を要すると思わ
れる。同じ方向性をもって学生を指導しなければ、
出口を見据えた指導とは言えないであろう。
Ⅳ．理想の保育者像を考える
保育者としての資質を兼ね備え、基礎技能を習得
させるならば、まず、学生が楽譜を見たとき、練習
すれば弾ける程度であることを認識できる技術を身
に付けさせることが必要であると思われる。そして、
子どもの生活が「あそび」であることを理解し、そ
の上で子どもの歌をはじめとした音楽活動や援助方
法を学ぶことも必要であろう。
また、音楽の楽しさや表現することの喜びを子ど
もと共有できる保育者を目指すための音楽指導や、
音やリズムに対してイメージを描くことができ、そ
のイメージにそって音楽活動や環境構成のできる保
育者の育成を目指さなくてはならないと考える。
そこで、筆者たちが考える理想の保育者像を以下
に示す。
○　理想の保育者像
子どもの発達を理解し、発達の段階に合わせた
指導および援助ができる保育者
→　・豊かな感性を持ち、深い洞察力を備え
ている保育者・基礎的な音楽能力を有
する保育者
まとめ
今回のアンケート調査の結果から、楽譜を読み取
るために必要な楽典の理解力が不足している学生は
多いものの、歌うことや表現することは好きである
学生が多い状況が見られた。ピアノのレッスン経験
がある学生でも、楽譜を読んで音楽を自分の中へ取
り入れるのではなく、音源や他人の演奏を聴き覚え
て演奏（表現）しているという顕著な結果が出た。
つまり、読譜し音楽を再現するという方法をとる学
生が大変少ないと言えるであろう。
また、音楽経験が長い学生（習い事等での音楽経
験者・音楽系クラブ等への参加者）でも、音楽の基
礎知識が必ずしも同一化しているものではないな
ど、学生の音楽に関する問題点がこのアンケート調
査により見えた。
これらの状況は、平成14年度より実施された小・
中学校の新学習指導要領に起因するものとも思われ
る。そして、学習時間の制約から、音楽に対する教
育内容の希薄化が懸念される。
そこで、筆者たちが理想とする保育者を育成する
ために取り組まなければならないことは、基礎的な
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読譜力や正確な音楽の知識を身に付けさせ、学生の
音楽に対する苦手意識を払拭することである。
表現活動を楽しいと受け止めるためには、様々な
感動体験などの実践的・経験的学習を通して、音楽
を学ぶ喜びを味わわせることが大切であろう。つま
り、学生の音楽経験は心の教育の部分であり、学生
に対して重要な教育内容として求められるものであ
る。その部分をふまえ、基礎技能の技術のみに偏る
のではなく、保育者としてあるべき役割を認識し、
実践できる音楽的技術の向上をはかることが課題と
される。
当然のことながら、保育者養成校の中で保育内容
を担当する教員と基礎技能を担当する教員が、学生
の将来像やその養成校の理想とする保育者像を掲
げ、同じ方向性を持った授業展開をしなければなら
ないであろう。
本研究は、継続研究として今後も学生の動向を知
り、指導法および指導内容の改革を行っていくもの
とする。
【資料】音楽経験および楽譜に関する認識度調査
このアンケート調査は、皆さんが大学へ入学する
までの音楽経験の中で、楽譜に関する知識がどの程
度培われているのかを調査し、教員養成・保育者養
成に必要な教育内容を検討する資料となるもので
す。
質問１-：
あなたは、大学入学前にピアノを習った経験があ
りますか。
　ある　　ない
質問１-：１-で「ある」と答えた方に質問します。
大学入学までにピアノはどの程度、弾けましたか。
　バイエル前半程度　　バイエル修了程度
　ブルグミュラー程度　　ソナチネ程度
　ソナタ以上
質問２-：
あなたは、ピアノ以外に演奏できる楽器がありま
すか。
　ある　　ない
質問２-：２-で「ある」と答えた方に質問します。
どのような楽器が演奏できますか。
※　学校（小・中・高）の授業で取り上げられた
楽器は含みません。
質問３：
あなたは、歌いたいと思う歌をどのようにして覚
えますか。（複数回答可）
　楽譜を読んで覚える　　音源（CD等）
を聴いて覚える　　他人が歌うのを聴いて覚
える　　メロディーを楽器で弾いて覚える
　その他（ ）
質問４：
あなたは、楽譜を読んで知らない歌や曲を覚える
ことがありますか。
　ない　　あまりない　　時々ある
　よくある　　ある
質問５：
あなたは、学校（小・中・高等学校）の音楽の授
業でどのようなことを学びましたか。良く学んだ
ものから順位を付け、記憶にないものは空欄にし
て下さい。
（ ）歌・合唱　（ ）楽器演奏
（ ）鑑賞　　　（ ）音楽理論
（ ）創作活動　（ ）音楽史
（ ）その他（ ）
質問６：
あなたは、学校（小・中・高）の音楽の授業で歌
をどのようにして覚えましたか。（複数回答可）
　楽譜を読んで覚えた　　音源（CD等）
を聴いて覚えた　　他人が歌うのを聴いて覚
えた　　メロディーを楽器で弾いて覚えた
　その他（ ）
質問７-：
あなたの学校（小・中・高）では、学校行事とし
て合唱コンクールや発表会等が行われていました
か。
　行われていた　　行われていなかった
質問７-：７-で「行われていた」と答えた方に
質問します。
その時に歌った曲は、どのようにして覚えました
か。（複数回答可）
　楽譜を読んで覚えた　　音源（CD等）を
聴いて覚えた　　先生や友達が歌うのを聴い
て覚えた　　メロディーを楽器で弾いて覚えた
　その他（ ）
質問８：
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あなたは、高等学校の授業で「音楽」を選択しま
したか。
　選択した　　選択しなかった
質問９-：
あなたは、合唱部や吹奏楽部等の音楽系クラブに
所属したことがありますか。
　ある　　ない
質問９-：９-で「ある」と答えた方に質問します。
どのようなクラブに所属していましたか。
中学校 高等学校
質問10：
あなたは、楽譜が読めますか。
　読めない　　あまり読めない　　少し
読める　　わりに読める　　読める
質問11：
あなたは、楽譜の読み方を主にどこで覚えました
か。
　小学校の授業　　中学校の授業　
　高等学校の授業　　クラブ活動　
　習い事　　友達に習った　　独学
　その他（ ）
質問12-：
あなたは、楽譜に分からない記号や標語が出てき
たらどうしますか。
　調べる　　調べない　　気にしない
質問12-：12-で「調べる」と答えた方に質問し
ます。
どのようにして調べますか。
　本や辞書等で調べる　 先生や友達に聞く
　その他（ ）
質問13-：
あなたは、コードネームを知っていますか。
　知っている　　知らない
質問13-：13-で「知っている」と答えた方に尋
ねます。
コードネームを主にどこで覚えましたか。
　小学校の授業　　中学校の授業
　高等学校の授業　　クラブ活動
　習い事　　友達に習った　　独学
　その他（ ）
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